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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第８期
第３四半期
連結累計期間

第９期
第３四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自　2020年６月１日
至　2021年２月28日

自　2021年６月１日
至　2022年２月28日

自　2020年６月１日
至　2021年５月31日

売上高 (千円) 17,450,882 16,932,199 24,488,391

経常利益 (千円) 474,309 597,306 855,282

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 295,759 365,714 549,142

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 302,256 362,453 554,786

純資産額 (千円) 3,706,768 4,340,175 3,960,928

総資産額 (千円) 9,552,446 10,815,356 9,728,050

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 15.04 18.47 27.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 14.59 18.08 27.09

自己資本比率 (％) 38.6 39.6 40.5

従業員数 (人) 524 547 546
 

　

回次
第８期
第３四半期
連結会計期間

第９期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年12月１日
至　2021年２月28日

自　2021年12月１日
至　2022年２月28日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 5.66 8.88
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グル－プ(当社及び連結子会社)が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロ－の状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、前第３四半期連結累計期間と売上高の会計処

理が異なることから、以下の経営成績に関する説明において、前第３四半期連結累計期間と比較しての売上高の増

減額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染拡大による経済活動の停滞から

徐々に回復が見られるものの、引き続き先行きが不透明な状況であります。

このような事業環境のもと、当社グループは新たなクリエイタ－の獲得や育成、クリエイタ－を活用したプロモ

－ションビジネスの拡大など、事業基盤の強化に努めるとともに、グッズ、チャンネル運営、ゲーム、といった事

業の更なる拡大にも注力してまいりました。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、当社主催

のオフラインイベントが実施できなかったことなどによる影響を受けました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間において、売上高16,932,199千円(前年同四半期は17,450,882千円)、営

業利益594,491千円(前年同期比27.7％増加)、経常利益597,306千円(前年同期比25.9％増加)となり、親会社株主に

帰属する四半期純利益は365,714千円(前年同期比23.7％増加)となりました。

なお、当社グル－プは動画コンテンツ事業の単一セグメントであるため、セグメント毎の記載はしておりませ

ん。

 
(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における資産は、10,815,356千円となり、前連結会計年度末に比べ1,087,306千円増

加いたしました。

流動資産は7,581,757千円となり、前連結会計年度末に比べ799,179千円増加いたしました。この主な内訳は、現

金及び預金の増加775,185千円、仕掛品の増加203,372千円、未収消費税等の減少312,562千円、売掛金の減少

125,531千円によるものであります。

固定資産は3,233,598千円となり、前連結会計年度末に比べ288,127千円増加いたしました。この主な内訳は、投

資その他の資産の増加267,760千円によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債は、6,475,180千円となり、前連結会計年度末に比べ708,058千円増加

いたしました。この主な内訳は、買掛金の増加1,372,378千円、長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む)の

減少508,326千円によるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、4,340,175千円となり、前連結会計年度末に比べ379,247千円増

加いたしました。この主な内訳は、新株予約権の行使による資本金の増加18,784千円及び資本剰余金の増加18,784

千円、自己株式の取得による減少99,978千円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上365,714千円によるもので

あります。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グル－プの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた問題はありません。

 
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 68,400,000

計 68,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2022年２月28日)

提出日現在発行数(株)
(2022年４月14日)

上場金融商品取引所
名または登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 19,892,100 19,892,100

東京証券取引所
マザ－ズ（第３四半
期会計期間末現在）
グロース市場（提出

日現在）

完全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定のな
い当社における標準とな
る株式であり、単元株式
数は100株であります。

計 19,892,100 19,892,100 － －
 

(注) 「提出日現在発行数」欄には、2022年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

 2021年12月１日～
 2022年２月28日
（注）

79,320 19,892,100 8,577 823,833 8,577 792,833

 

（注）発行済株式総数のうち、79,320株は、新株予約権の権利行使によるものであります。

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＵＵＵＭ株式会社(E33359)

四半期報告書

 5/18



 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

できないことから、直前の基準日(2021年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2022年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,746,500 197,465

「第３　提出会社の状況　１ (1)
②　発行済株式」の内容の記載を参
照

単元未満株式
普通株式

66,280
－ －

発行済株式総数 19,812,780 － －

総株主の議決権 － 197,465 －
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

なお、当第３四半期会計期間において自己株式の取得を行ったため、2022年２月28日現在における自己株式数

は121,200株となっております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2021年12月１日から2022年

２月28日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年６月１日から2022年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビュ－を受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(2021年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年２月28日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,021,836 3,797,022

  売掛金 2,382,354 2,256,823

  商品 125,768 319,875

  仕掛品 16,112 219,485

  貯蔵品 1,350 461

  未収消費税等 1,107,452 794,889

  その他 127,702 193,198

  流動資産合計 6,782,578 7,581,757

 固定資産   

  有形固定資産 274,388 310,303

  無形固定資産   

   のれん 194,385 134,058

   契約関連無形資産 630,000 577,500

   その他 416,016 513,294

   無形固定資産合計 1,240,401 1,224,853

  投資その他の資産   

   投資有価証券 573,450 887,347

   敷金及び保証金 574,956 525,800

   その他 282,273 285,292

   投資その他の資産合計 1,430,681 1,698,441

  固定資産合計 2,945,471 3,233,598

 資産合計 9,728,050 10,815,356

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,644,165 3,016,544

  短期借入金 1,500,000 1,500,000

  1年内返済予定の長期借入金 635,496 434,787

  未払法人税等 222,332 99,943

  賞与引当金 140,480 120,307

  役員賞与引当金 29,332 7,822

  その他 811,110 811,693

  流動負債合計 4,982,917 5,991,098

 固定負債   

  長期借入金 779,748 472,131

  その他 4,456 11,950

  固定負債合計 784,204 484,081

 負債合計 5,767,121 6,475,180

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 805,048 823,833

  資本剰余金 774,048 814,495

  利益剰余金 2,356,825 2,722,543

  自己株式 － △99,978

  株主資本合計 3,935,923 4,260,893

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7,256 16,885

  その他の包括利益累計額合計 7,256 16,885

 新株予約権 14,362 14,362

 非支配株主持分 3,387 48,034

 純資産合計 3,960,928 4,340,175

負債純資産合計 9,728,050 10,815,356
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2021年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2022年２月28日)

売上高 17,450,882 16,932,199

売上原価 12,847,441 11,879,116

売上総利益 4,603,441 5,053,083

販売費及び一般管理費 4,137,741 4,458,591

営業利益 465,700 594,491

営業外収益   

 受取利息 36 34

 為替差益 － 7,552

 その他 25,563 13,822

 営業外収益合計 25,599 21,409

営業外費用   

 支払利息 7,597 5,827

 為替差損 6,147 －

 損害賠償金 448 8,510

 その他 2,796 4,257

 営業外費用合計 16,990 18,594

経常利益 474,309 597,306

税金等調整前四半期純利益 474,309 597,306

法人税等 179,309 244,482

四半期純利益 294,999 352,823

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △759 △12,891

親会社株主に帰属する四半期純利益 295,759 365,714
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2020年６月１日
　至 2021年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2022年２月28日)

四半期純利益 294,999 352,823

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 7,256 9,629

 その他の包括利益合計 7,256 9,629

四半期包括利益 302,256 362,453

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 303,015 375,344

 非支配株主に係る四半期包括利益 △759 △12,891
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、新たに設立したP2C Studio株式会社、UUUM GOLF株式会社及びFORO株式会社の３

社を連結の範囲に含めております。

また、当第３四半期連結会計期間より、新たに設立したLiTMUS株式会社を連結の範囲に含めております。

 
(会計方針の変更等)

（収益認識に関する会計基準等）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下、「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、一部の取引において、従来は顧客から受領する対価の総額を収益として認識しておりましたが、

顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受領

する対価から関連する原価を控除した純額、あるいは手数料の金額を収益として認識する方法に変更しておりま

す。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に与える影響はありません。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価は2,485,296千円減少しております。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

 
（時価の算定に関する会計基準等）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日）等（以下、時価算定会計基準）を

第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はあ

りません。

 
(会計上の見積りの変更)

（固定資産の耐用年数の変更）

当社は、本社オフィスの一部返却及び賃貸借契約期間の変更に伴い、返却に伴い利用不能となる固定資産につ

いて耐用年数を短縮するとともに、継続利用となる固定資産については耐用年数の見直しを行いました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

39,793千円増加しております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(追加情報)

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルスの影響に関する仮定について

重要な変更はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロ－計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロ－計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
至　2021年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
至　2022年２月28日)

減価償却費 220,935千円 232,845千円

のれん償却 60,326千円 60,326千円
 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　2020年６月１日　至　2021年２月28日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの。

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額に著しい変動

該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2021年６月１日　至　2022年２月28日)

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの。

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額に著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は動画コンテンツ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(企業結合等関係)

共通支配下の取引等

当社は、2021年12月１日付で、当社のゲーム事業を会社分割（新設分割）し、新設するLiTMUS株式会社に承継

いたしました。

 
１．取引の概要

(1)　対象となった事業の名称及び事業の内容

ゲーム事業

 
(2)　新設分割の日程

2021年12月１日

 
(3)　会社分割の方式

本分割は、当社を分割会社とし、新設会社であるLiTMUS株式会社を承継会社とする簡易新設分割。

 
(4)　結合後企業の名称

LiTMUS株式会社

 
(5)　その他取引の概要に関する事項

当社は、これまでゲーム領域において、「青鬼オンライン」（600万DL達成）や「脱獄ごっこ」（700万DL

達成）といったヒット作を生み出してまいりました。ゲームのプロモーションやユーザーのエンゲージメン

ト向上においてゲーム実況が重要な役割を占めている中で、多くのゲーム実況者を抱える強みを生かし、

ゲーム実況者の目線に立った設計を取り入れるとともに、ゲーム実況者を巻き込んだプロモーションを行っ

てきたことに起因していると考えております。

今後は従来よりスケールの大きいタイトルに挑戦していく方針でありますが、今回分社化することによ

り、ゲーム会社として独自のブランディングを確立し、ユーザーの獲得や人材の採用を促進してまいりま

す。また、将来的に事業拡大に必要となる開発費確保に向けて、外部含めた柔軟な資本政策が実行できる体

制を整えてまいります。

 
２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業

分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下

の取引として処理しております。
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(収益認識関係)

収益の分解情報

当社グループは動画コンテンツ事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報は以

下のとおりであります。

 
（単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間
(自 2021年６月１日
至 2022年２月28日)

クリエイターサポートサービス 15,933,393

　アドセンス (8,227,796)

　広告 (5,146,250)

　その他 (2,559,346)

自社サービス 998,806

顧客との契約から生じる収益 16,932,199

その他の収益 －

外部顧客への売上高 16,932,199
 

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年６月１日
至　2021年２月28日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年６月１日
至　2022年２月28日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 15円04銭 18円47銭

　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 295,759 365,714

　　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

295,759 365,714

　　普通株式の期中平均株式数(株) 19,664,129 19,800,536

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円59銭 18円08銭

　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

　　普通株式増加数(株) 607,070 424,094

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＵＵＵＭ株式会社(E33359)

四半期報告書

14/18



２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＵＵＵＭ株式会社(E33359)

四半期報告書

16/18



独立監査人の四半期レビュ－報告書
 

2022年４月14日

ＵＵＵＭ株式会社

取締役会　御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

東　京　事　務　所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　井　　清　　二  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鴇　　田　　直　　樹  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＵＵＵＭ株式会

社の2021年６月１日から2022年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2021年12月１日から2022年２月

28日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年６月１日から2022年２月28日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＵＵＵＭ株式会社及び連結子会社の2022年２月28日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

　
 

(注) １．上記の四半期レビュ－報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデ－タは監査の対象には含まれておりません。
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